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新
採
用
か
ら
定
年
で
退
職
す
る
ま
で
病
気
で
学
校

を
休
む
こ
と
も
な
く
、
健
康
だ
け
が
取
り
柄
の
体
で

あ
っ
た
が
、
退
職
し
て
10
年
が
過
ぎ
た
こ
ろ
か
ら
身

体
に
変
調
が
出
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
。
最
初
は
体

を
動
か
し
た
後
の
足
や
腰
の
痛
み
で
あ
っ
た
。
こ
の

症
状
は
時
間
を
か
け
れ
ば
治
癒
で
き
た
し
、
気
に
留

め
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。

　

健
康
診
断
や
検
診
も
年
１
回
は
受
け
る
よ
う
に
し

て
気
を
付
け
て
き
た
と
思
っ
て
い
る
が
、
後
期
高
齢

者
に
な
る
寸
前
、
胃
に
異
変
が
発
見
さ
れ
た
。
父
や

姉
が
胃
癌
で
手
術
を
受
け
て
お
り
、
退
職
後
は
ず
っ

と
胃
カ
メ
ラ
に
よ
る
検
診
を
年
１
回
続
け
て
い
た
。

だ
が
、
４
年
前
に
頼
り
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
た

先
生
が
急
に
亡
く
な
ら
れ
て
し
ま
い
、
そ
の
後
３
年

間
は
胃
カ
メ
ラ
を
休
ん
で
し
ま
っ
て
い
た
。
自
分
は

大
丈
夫
だ
と
い
う
過
信
が
と
ん
で
も
な
い
こ
と
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　

昨
年
10
月
、
胃
カ
メ
ラ
で
切
除
で
き
る
と
い
う
医

師
の
判
断
で
手
術
を
受
け
た
。
４
時
間
か
け
て
も
取

り
切
れ
ず
、
１
週
間
入
院
し
傷
が
回
復
し
た
後
に
開

腹
手
術
を
年
末
に
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。
正
月
は
病

院
で
過
ご
し
病
室
の
天
井
を
見
つ
め
な
が
ら
悔
い
と

反
省
の
日
々
で
あ
っ
た
。
毎
年
面
倒
が
ら
ず
に
胃
カ

メ
ラ
の
検
査
を
続
け
て
い
れ
ば
、
こ
の
よ
う
に
時
間

を
か
け
大
変
な
手
術
を
受
け
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
悔
や
ん
で
い
る
。

　

会
員
の
皆
さ
ん
に
は
私
の
よ
う
に
油
断
す
る
こ
と

な
く
、
検
診
を
受
け
健
康
を
守
っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
新
退
教
は
今
年
で
結
成
50
周
年
と
な
り
９

月
に
記
念
事
業
を
行
う
運
び
に
な
っ
て
い
ま
す
。
高

齢
化
に
対
応
し
、
会
員
の
皆
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
け

る
よ
う
な
活
動
や
新
加
入
の
促
進
が
進
む
よ
う
な
魅

力
あ
る
支
部
活
動
を
皆
で
作
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

健
康
を
守
る
大
切
さ
を
知
る

新
退
教
副
会
長

小
　
池
　
　
　
洋

写
真
「
春
の
訪
れ 

雪
流
れ
」　
　
　

金
子
　
武
（
上
越
支
部
）
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12
月
12
日
、
３
年
ぶ
り
の
開
催
に
こ
ぎ
つ
け
た
。

　

午
前
は
、
現
退
役
員
交
流
会
を
行
っ
た
。
新
教
組

の
岡
島
祐
次
委
員
長
か
ら
は
、
現
在
取
り
組
ん
で
い

る
課
題
と
し
て
、
①
退
職
手
当
（
見
直
し
の
年
度
で

あ
る
）、
②
定
年
引
上
げ
、
③
厳
し
い
教
員
不
足
に

つ
い
て
お
話
が
あ
っ
た
。
教
員
不
足
に
つ
い
て
は
、

10
／
27
参
院
文
科
委
員
会
で
、
古
賀
ち
か
げ
日
政
連

議
員
が
教
員
の
多
忙
な
現
状
を
訴
え
、
永
岡
大
臣
は

「
胸
が
し
め
つ
け
ら
れ
る
、
目
標
値
に
向
け
て
努
力

し
た
い
」
と
の
答
弁
を
引
き
出
し
た
と
の
こ
と
。

　

こ
の
後
、「
定
年
延
長
制
度
を
よ
く
知
り
、
こ
れ

か
ら
の
加
入
活
動
を
考
え
る
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
、

岡
島
委
員
長
か
ら
定
年

延
長
制
度
に
つ
い
て
講

演
し
て
い
た
だ
い
た
。

　

午
後
は
、
北
魚
支
部

の
小
林
謙
一
議
長
の
下
、

支
部
代
表
者
会
を
開
き
、

活
動
の
中
間
報
告
や

「
本
部
役
員
選
考
の
申

し
合
わ
せ
事
項
」
の
協

議
等
を
行
っ
た
。
次
に
上
中
下
越
地
区
ご
と
の
代
表

者
会
を
開
き
、
役
員
選
考
委
員
を
２
人
ず
つ
選
出
し
、

情
報
交
換
を
行
っ
た
。
そ
し
て
、
閉
会
後
、
第
１
回

本
部
役
員
選
考
委
員
会
が
開
か
れ
た
。

　
　
　
本
部
役
員
選
考
の
申
し
合
わ
せ
事
項

①
会
長
は
、
新
潟
市
を
中
心
に
選
出
す
る
。

②�

男
性
副
会
長
２
人
は
、
上
中
越
地
区
か
ら
１
人
ず

つ
選
出
す
る
。

③�

女
性
副
会
長
２
人
は
、
上
中
下
越
地
区
の
輪
番
で
、

２
地
区
か
ら
１
人
ず
つ
選
出
す
る
。

④
事
務
局
長
は
、
新
潟
市
を
中
心
に
選
出
す
る
。

⑤�

会
計
監
査
２
人
は
、
中
下
越
地
区
か
ら
１
人
ず
つ

選
出
す
る
。

　

※
本
部
幹
事
若
干
名
は
会
長
委
嘱
。（
規
約
に
よ
る
）

　

※
役
員
の
任
期
は
２
年
、
再
任
を
妨
げ
な
い
。

　
　
（
規
約
に
よ
る
）

　
　
　
本
部
役
員
選
考
委
員
会

　

選
考
委
員
会
は
、
次
期
本
部
役
員
を
選
考
し
、
定

期
総
会
（
５
月
）
に
報
告
す
る
。
選
考
委
員
に
は
次

の
６
人
が
選
出
さ
れ
た
。

◎
選
考
委
員
長　
　

松
村　

久
夫
（
上
越
支
部
）

〇
選
考
副
委
員
長　

倉
田
七
太
郎
（
長
岡
支
部
）

・
委
員　
　
　
　
　

小
林　

公
一
（
柏
刈
支
部
）

・
委
員　
　
　
　
　

小
野
塚
正
春
（
南
魚
支
部
）

・
委
員　
　
　
　
　

森　
　

弘
志
（
北
新
支
部
）

・
委
員　
　
　
　
　

新
井
秀
和
（
新
潟
五
泉
支
部
）

★「30人以下学級…請願署名」71,695筆　　―新退教の署名1,968筆―
　�　教育をよくする新潟県民会議は、11月30日、12月県議会での採択をめざし「30人以下学級実
現・教職員定数増・教育予算増額を求める請願書」を県議会副議長に提出し、併せて県小中学
校ＰＴＡ連合会や連合新潟加盟の労働組合などにも協力を依頼して集めた請願書名７万筆余り
を手渡した。新教組は請願採択に向け、街頭署名も３年ぶりに行い、10月にはテレビＣＭなど
で子どもたちの教育環境が充実するよう世論喚起に努めてきた。
　�　12月の総務文教委員会では、西脇直美執行委員が県民会議を代表して口頭陳述に立ち、請願
の趣旨を改めて説明した。� （2022.12.20�新教組週報�抄）

★被災会員支援カンパ、ありがとうございました
　�　「８.４県北豪雨」では会員６人が被災しましたが、１月27日現在、73,187円の支援が寄せら
れました。日退教からも12万円の義援金がありました。９月にお見舞（床上浸水２万円２人、
床下浸水1.5万円４人）をいたしましたが、３月に追加したいと思います。心の込もったカンパ、
大変ありがとうございました。

支
部
代
表
者
会
＆

　

現
退
役
員
交
流
会

支部代表者会
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定
年
引
上
げ
制
度
（
概
要
）

　
　

新
教
組
旗
開
き

　

１
／
７
、
新
教
組
の
旗
開
き
が
東
映
ホ
テ
ル
で
行

わ
れ
た
。
徳
留
信
登
書
記
長
の
進
行
に
よ
り
、
岡
島

祐
次
委
員
長
の
年
頭
の
言
葉
、
来
賓
挨
拶
、
国
会
議

員
挨
拶
、
歓
談
と
続
き
、
石
津
真
澄
副
委
員
長
の
閉

会
挨
拶
・
岡
島
委
員
長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
閉
め

ら
れ
た
。

　

岸
田
政
権
が
防
衛
費
大

増
額
・
原
発
新
増
設
・
増

税
等
を
打
ち
出
す
中
、
春

に
は
統
一
地
方
選
が
行
わ

れ
る
。
生
活
・
平
和
・
民

主
教
育
を
守
る
た
め
に
奮

闘
を
誓
い
合
っ
た
。

　
　
　
　

来　

賓
（
敬
称
略�

＊
日
政
連
議
員
）

牧
野
茂
夫
（
連
合
）、
遠
藤
丞
（
高
教
組
）、
齋
藤
悦

男
（
平
和
セ
ン
タ
ー
）、
山
本
善
人
（
自
治
労
）、
太

田
辰
雄
（
県
職
労
）、
水
岡
俊
一
（*

参
議
員
）、
古

賀
ち
か
げ
（*

〃
）、
西
村
智
奈
美
（
衆
議
員
）、
菊
田

真
紀
子
（
〃
）、
米
山
隆
一
（
〃
）、
梅
谷
守
（
〃
）、

打
越
さ
く
良
（
参
議
員
）、
長
部
登
（*

県
議
）、
青

木
学
（*

新
潟
市
議
）、
竹
内
功
（*

〃
）、
石
附
幸
子
（*

〃
）、
三
母
高
志
（*

新
発
田
市
議
）、
荒
井
眞
理
（*

佐
渡
市
議
）、
長
谷
川
有
理
（*

小
千
谷
市
議
）、
齋

藤
敏
明
（
労
金
）、
他
13
人

◆
定
年
年
齢

・
２
０
２
３
年
度
か
ら
２
年
に
１
歳
ず
つ
引
上
げ
。

・
定
年
退
職
者
が
い
な
い
年
度

　
　

２
０
２
３
・
２
０
２
５
・
２
０
２
７
・

　
　

２
０
２
９
・
２
０
３
１
年
度

◆
新
導
入
制
度

①
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
制

　

・
60
歳
以
降
に
退
職
し
た
職
員
が
、
定
年
年
齢
ま

　
　

で
、
再
任
用
で
短
時
間
勤
務
で
き
る
。

　

・
週
15
時
間
30
分
～
31
時
間
の
範
囲
内
。

　

・
給
料
、
休
暇　
　

現
行
の
再
任
用
と
同
様
。

②
高
齢
者
部
分
休
業
制
度

　

・�

高
齢
期
職
員
の
多
様
な
働
き
方
の
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
た
制
度
。　
　
　

　

・
定
年
年
齢
を
迎
え
る
年
度
を
含
め
た
５
年
間
。

　

・
賃
金　

休
ん
だ
分
だ
け
給
料
か
ら
引
か
れ
る
。

　

＊
新
潟
市
は
、
ま
だ
導
入
が
決
ま
っ
て
い
な
い
。

◆
こ
れ
ま
で
の
再
任
用
制
度

　

・�

定
年
延
長
制
完
成
ま
で
、
定
年
後
か
ら
65
歳
ま

で
、
暫
定
再
任
用
制
度
と
し
て
適
用
さ
れ
る
。

◆
人
事
異
動

　

・�

延
長
さ
れ
る
定
年
ま
で
残
り
３
年
以
上
あ
る
場

合
、
異
動
希
望
の
提
出
を
認
め
る
。

　

・�

定
年
延
長
に
よ
る
６
年
及
び
７
年
の
残
留
は
、

申
請
書
と
申
立
書
の
提
出
に
よ
り
審
査
。

　

・
定
年
延
長
に
よ
る
８
年
の
残
留
は
認
め
な
い
。

　

＊
新
潟
市　

定
年
引
上
げ
開
始
初
年
度
に
当
た
る

　
　
　
　
　

59
歳
の
み
特
例
措
置
で
８
年
の
残
留
可
。

　
　
　
　
　

そ
の
他
の
人
は
現
在
の
異
動
基
準
。

◆
役
職
定
年
制

　

・
60
歳
を
過
ぎ
る
と
降
任
す
る
。

　

・
校
長
、
副
校
長
、
教
頭　

→　

教
諭
へ

　
　
　
　
　
　
　
（
教
諭
に
な
れ
ば
組
合
加
入
可
）

　
　
　

＊
例
外
措
置
も
あ
る
。

　
　
　

＊
新
潟
市　

�

管
理
職
不
足
の
場
合
は
、
管
理

職
と
し
て
任
用
（
1
年
ご
と
）

　

・
総
括
事
務
主
幹　

→　

事
務
主
幹
へ

◆
給
料

　

・
60
歳
時
の
７
割

　

・�
役
職
定
年
制
に
よ
り
降
格
す
る
場
合
、「
降
任

前
額
の
７
割
」
と
「
降
任
後
額
の
７
割
」
と
の

差
額
も
支
給
。

◆
手
当

　

・
７
割
水
準
に
な
る
（
地
域
手
当
等
）

　

・
60
歳
以
前
と
変
わ
ら
な
い
（
扶
養
手
当
等
）

◆
期
末
勤
勉
手
当

　

・
正
規
職
員
と
同
じ
割
合

　

・
降
任
後
の
職
務
級
に
応
じ
た
加
算
区
分
適
用

◆
勧
奨
退
職

　

・
現
行
通
り
、
50
歳
～
59
歳
が
対
象



新 退 教 通 信 （4）

支 部 か ら の た よ り

第189号 2023年３月１日

　
雪
国
で
電
気
自
動
車
は
大
丈
夫
？

北
新
支
部
長

森
　
　
　
弘
　
志

　

12
月
の
大
雪
に
よ
る
大
渋
滞
に
巻
き
込
ま
れ
、

魚
沼
市
の
学
校
か
ら
長
岡
市
の
自
宅
ま
で
36
時
間

か
か
っ
た
と
い
う
年
賀
状
が
知
人
か
ら
届
い
た
。

　

そ
の
間
の
水
や
食
料
、
防
寒
対
策
と
と
も
に
ガ

ソ
リ
ン
を
ど
う
し
た
の
か
気
に
な
っ
た
。
ニ
ュ
ー

ス
で
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
同
士
の
助
け
合
い
や
近
隣

　

ま
さ
か
の
ジ
ム
通
い

長
岡
支
部

菊
　
池
　
恵
　
子

　

子
ど
も
の
頃
は
体
育
嫌
い
。
鉄
棒
や
跳
び
箱
が

で
き
な
い
の
が
恥
ず
か
し
く
て
不
登
校
に
な
り
か

け
た
私
が
、
唯
一
、
人
並
に
で
き
た
（
と
思
っ
て

い
る
）
の
が
水
泳
。
退
職
す
る
少
し
前
か
ら
、
健

康
の
た
め
に
水
泳
教
室
に
通
い
始
め
た
。

　

初
級
の
教
室
で
は
、
優
し
い
コ
ー
チ
と
頑
張
る

　
　

の
手
習
い

南
魚
支
部
　
理
事

高
　
橋
　
　
　
登

　

気
に
な
っ
て
い
た
２
つ
の
講
座
に
参
加
し

て
み
た
。

　

一
つ
目
は
Ｊ
Ａ
主
催
の
「
農
業
ア
カ
デ
ミ

ー
」。園
芸
の
基
礎
を
学
ぶ
全
８
回
シ
リ
ー
ズ
。

そ
の
う
ち
２
回
が
現
地
研
修
で
、
座
学
で
の

知
識
を
実
際
の
畑
で
確
か
め
る
こ
と
が
で
き

た
。
し
か
し
、
真
似
し
て
も
同
じ
よ
う
に
は

な
ら
な
い
の
が
野
菜
作
り
。
そ
こ
が
奥
深
さ

で
あ
り
、
次
へ
の
意
欲
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

二
つ
目
は
近
く
の
ボ
ウ
リ
ン
グ
場
主
催
の

「
健
康
ボ
ウ
リ
ン
グ
教
室
」。
シ
ニ
ア
対
象

で
講
義
と
実
技
か
ら
な
る
全
６
回
シ
リ
ー
ズ
。

健
康
と
い
う
大
義
名
分
の
も
と
、
集
客
数
を

少
し
で
も
増
や
し
た
い
ボ
ウ
リ
ン
グ
場
の
思

惑
が
感
じ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
ま
ん
ま
と
そ

の
術
中
に
は
ま
り
、
マ
イ
ボ
ー
ル
、
マ
イ
シ

ュ
ー
ズ
を
購
入
、
続
編
の
リ
ー
グ
戦
に
も
参

戦
し
た
。

　

改
め
て
教
わ
る
立
場
に
な
っ
て
み
て
、
こ

れ
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
人
・
こ
と
・
モ
ノ
に

出
会
え
る
楽
し
み
が
増
え
た
。
な
か
な
か
刺

激
的
で
あ
る
。

住
民
の
援
助
、
陸
上
自
衛
隊
が
食
料
や
ガ
ソ
リ
ン

を
配
っ
た
と
い
う
映
像
が
あ
っ
た
。

　

そ
こ
で
疑
問
が
わ
い
た
。
渋
滞
の
列
に
電
気
自

動
車
は
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
36
時
間
で
は
当

然
電
気
が
な
く
な
り
走
行
不
能
に
な
っ
た
だ
ろ
う
。

ガ
ソ
リ
ン
車
で
あ
れ
ば
、
携
行
缶
で
追
加
す
る
こ

と
が
で
き
る
が
、
充
電
装
置
を
持
っ
て
い
く
こ
と

は
無
理
だ
ろ
う
。
レ
ッ
カ
ー
車
で
運
び
、
急
速
充

電
す
る
に
も
30
分
は
か
か
る
。
１
台
や
２
台
な
ら

と
も
か
く
、
多
く
な
っ
た
ら
お
手
上
げ
だ
。

　

そ
う
考
え
る
と
雪
国
で
は
電
気
自
動
車
は
厳
し

い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
が
、
ど
う
な
の
だ
ろ
う
。

仲
間
の
お
か
げ
で
、
水
の
中
で
身
体
が
ぐ
ー
ん
と

伸
び
て
い
く
心
地
よ
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

退
職
後
は
中
級
に
進
み
、
さ
ら
に
複
数
の
教
室

に
参
加
し
て
い
る
。
仲
間
の
皆
さ
ん
の
多
く
は
、

ほ
ぼ
毎
日
教
室
に
通
い
、
技
能
や
体
力
の
向
上
・

維
持
を
め
ざ
し
て
お
り
、
意
識
の
高
さ
に
刺
激
を

受
け
る
。
互
い
に
教
え
合
い
励
ま
し
合
い
楽
し
く

学
ん
で
い
る
。

　

こ
の
年
令
に
な
り
、
よ
う
や
く
運
動
の
楽
し
さ

に
気
付
い
て
き
た
。
ジ
ム
に
通
い
運
動
す
る
こ
と

が
日
々
の
習
慣
に
な
り
、
生
活
の
リ
ズ
ム
作
り
に

大
い
に
役
立
っ
て
い
る
。

60
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感
染
混
乱
の
３
年
間
に
加
え
て

村
上
岩
船
支
部
長

瀧
　
澤
　
武
　
司

　

動
け
な
い
中
で
の
支
部
活
動
や
事
業
に
代
わ
り
、

細
々
と
続
け
て
来
た「
コ
ロ
ナ
感
染
状
況
の
推
移
」

の
デ
ー
タ
集
積
は
、
つ
い
に
約
３
年
・
１
０
６
５

日
ほ
ど
を
数
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
本
体
は
、
未

だ
行
方
も
決
着
の
姿
も
見
え
て
来
な
い
が
、
記
録

作
り
の
傍
ら
続
け
て
来
た
新
聞
紙
面
の
「
大
見
出

し
」
か
ら
は
、
多
様
さ
が
見
ら
れ
実
に
面
白
い
。

　
う
た
ご
え
喫
茶
風「
お
茶
飲
み
会
」

上
越
支
部
　
事
務
局
次
長

柳
　
澤
　
浩
　
一

　

今
年
度
も
コ
ロ
ナ
禍
で
、
こ
の
３
年
間
、
特
に

飲
食
の
伴
う
支
部
総
会
や
支
部
内
３
地
区
で
開
催

し
て
き
た
地
区
集
会
は
、
開
催
で
き
な
い
状
況
で

し
た
。
ま
た
、
恒
例
だ
っ
た
囲
碁
大
会
も
、
参
加

者
の
減
少
と
固
定
化
で
２
０
１
９
年
度
に
終
了
し
、

新
た
な
文
化
活
動
を
模
索
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
昨
年
度
か
ら
、
う
た
ご
え
喫
茶
風
「
お

　

安
倍
・
菅
・
岸
田
と
続
く
首
相
で
「
話
を
よ
く

聞
き
、
分
か
り
易
く
説
明
す
る
」
と
登
場
し
た
現

岸
田
首
相
の
言
動
は
、
最
も
解
り
づ
ら
い
と
い
わ

れ
る
。

　
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
」
に
触
発
さ
れ
た
自
民
党

政
権
の
悲
願
＝「
改
憲
」「
国
防
力
の
飛
躍
的
強
化
」

等
の
理
由
づ
け
や
財
源
問
題
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
不
安

打
開
を
口
実
の
「
原
発
再
稼
働
」「
稼
働
後
の
長

期
活
用
構
想
」
等
の
全
体
計
面
や
安
全
対
策
…

等
々
。

　

通
常
国
会
が
召
集
・
施
政
方
針
演
説
が
始
ま
っ

た
が
、意
気
込
み
の
み
で
具
体
策
が
見
え
な
い
、と
。

茶
飲
み
会
」
を
は
じ
め
ま
し
た
。
昔
懐
か
し
い
曲

を
中
心
に
し
た
歌
詞
集
を
作
り
、
み
ん
な
で
エ
レ

ク
ト
ー
ン
の
伴
奏
で
歌
唱
を
楽
し
み
、
後
半
は
日

頃
の
生
活
の
様
子
や
楽
し
み
方
な
ど
を
お
し
ゃ
べ

り
し
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
７
月
と
９
月
の
２
回
計
画
し
ま
し

た
が
、
９
月
の
回
は
台
風
の
影
響
で
一
般
会
員
の

参
加
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
新
し
い
活
動
な
の

で
、
ま
だ
参
加
者
は
少
な
い
で
す
が
、
来
年
度
は

支
部
総
会
や
地
区
理
事
会
、
地
区
集
会
な
ど
で
も

試
行
し
て
、
活
動
の
輪
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

こんにちは 新教組です 　
　

岩
船
支
部
は
、
数
年
前
の
学
校
統
廃
合
に
よ
り
、

学
校
数
も
組
合
員
数
も
少
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ

の
分
、
組
合
員
一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添
い
、
声
を

聞
く
こ
と
が
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

小
さ
い
支
部
だ
か
ら
こ
そ
、
顔
を
合
わ
せ
て
の

絆
づ
く
り
を
大
切
に
し
、
組
合
の
意
義
や
価
値
を

感
じ
ら
れ
る
書
記
局
運
営
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
輝
き
、
組
合
員
が
安
心
し
て
働

け
る
学
校
に
な
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

　

佐
渡
支
部
で
は
女
性
分
会
長
の
割
合
が
55
％
を
超

え
て
い
ま
す
。
先
輩
方
か
ら
引
き
継
が
れ
て
い
る
風

土
で
す
。
今
年
度
、
女
性
職
員
か
ら
タ
ブ
レ
ッ
ト
活

用
の
指
導
に
自
信
が
な
い
と
い
う
声
が
届
い
た
こ
と

か
ら
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
研
修
会
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
様
々

な
年
齢
層
の
方
が
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。
誰
も
が

働
き
や
す
い
環
境
を
め
ざ
し
て
、
今
後
も
一
致
団
結

し
て
取
組
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

岩
船
支
部
書
記
長

小お

　
柳
や
な
ぎ

　
　
　
輝
ひ
か
る

�

（
村
上
市
村
上
南
小
）

　

佐
渡
支
部
書
記
長

嶋し
ま

　
倉く
ら

　
久ひ
さ

　
子こ

�

（
佐
渡
市
金
井
中
）
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　2022年11月27日の産経新聞は、「論点直言　原発積極活用　是か非か」の見出しで、３氏の意見を聞
いて載せている。３氏の見出しは次の通り。
　・2030年代には原発の新増設必要　　  原子力安全研究協会理事　　山口　　彰氏
　・再稼働は当然　業界に支援を　　　　原子力規制委員会前委員長　更田　豊志氏
　・石炭火力の技術革新に力注げ　　　　元首相　　　　　　　　　　小泉純一郎氏
　産経新聞が「原発ゼロ」を訴える小泉氏の意見まで掲載するのは珍しいのではないか。掲載された
小泉氏の直言から一部（約３分の２）を抜き書きする。

◆原発をゼロに◆

　岸田文雄首相が原発の新増設の検討を指示したというがよくないね。経済産業省は「日本の原発
は安全だ」といっていたが、平成23年の東日本大震災で東京電力福島第１原発事故が起きた。こん
な地震、津波がある日本で危険な原発をまたやろうなんて岸田さんはどうかしているよ。
　原発は安全じゃない。安全じゃないからコストも安くない。だから政府が支援しないと立ち行か
なくなっている。ましてや核のごみ捨て場所、処分場がない。産業廃棄物処理業者は処分場を用意
しない限り都道府県知事から許可が下りない。産業廃棄物よりはるかに危険性の高い核のごみを出
す原発を、処分場がないのになぜ政府が認めるのか分からない。
　政府はロシアのウクライナ侵攻で火力発電の燃料となる液化天然ガス（ＬＮＧ）の価格が急騰し
ていることを、原発を積極活用する理由にしている。しかし、危険な原発を稼働させればますます
コストは上がるよ。日本は太陽光、風力、水力、地熱、安全な再生可能エネルギーが抱負だ。原発
に金をかけるよりこれを活用したほうがいい。
　石炭火力だってある。今、どんどん二酸化炭素（ＣＯ2）を出さないような技術が発達している。
ＣＯ2分離・回収型酸素吹石炭ガス化燃料電池複合発電（ＩＧＦＣ）は石炭が燃料だが、ＣＯ2排出
量を従来の石炭火力の10分の１以下に抑えることが技術的に可能だ。広島県で国立研究開発法人が
支援して実証実験が進んでいる。
　…以下略…。

　岸田首相の指示により、政府は既存原発の再稼働に加え原発新増設の方向であり、原発政策の大転
換となる。原発は非常に危険である。ロシアのウクライナ侵攻でも原発が攻撃の危機に見舞われた。
原発にミサイルが撃ち込まれれば、人の住めない放射能汚染の国土になってしまう。福島第１原発は、
事故から12年経ても溶融核燃料（デブリ）を取り出せず、2051年までの廃炉作業完了も心もとない。
費用は莫大である。原発の新増設も再稼働も防がなければならない。新潟県には柏崎刈羽原発がある。
郷土の安全安心のためにも「原発ゼロ」に向けて力を合わせたい。� （山岸）

◆防衛費増額への警鐘◆
　2022年12月23日の朝日新聞は、「オピニオン＆フォーラム」で「防衛費増額への警鐘」と題して、元
海上自衛隊自衛艦隊司令官・香田洋二さんへのインタビュー記事を掲載。見出しは、
　　◇５年間で43兆円　身の丈超えている　現場のにおいなし
　　◇「２％」が先行　政治からの声に　悪乗りはないか
　以下、記事から抜き書きする。（山岸）

・本当に日本を守るために、現場が最も必要で有効なものを積み上げたものなのだろうか。
・�私は防衛費が足りないとずっと言ってきた人間です。……（でも）身の丈を超えていると思えて
なりません。……子どもの思いつきかと疑うほどあれもこれもとなっています。
・�国民負担という痛みがあるからこそ、本当に必要な防衛力が積み上がります。国債という麻薬の
ようなものを平時に使えという主張があることは信じられません。歴史的にも、今のウクライナ
やロシアもそうですが、本当の有事では政府は嫌でも大量の借金をしなければなりません。平時は、
歳出改革以上の分は税金で支えて頂くしかないのです。
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言
葉
の
崩
壊
？ 

⑥

�

山
上
オ
ク
ラ
　

　
「
最
重
要
課
題
」
と
は
最
優
先
し
て
行
う
べ
き
課

題
の
は
ず
。
今
そ
れ
は
、
手
を
付
け
な
い
課
題
と
い

う
意
味
と
な
り
、「
丁
寧
な
説
明
」
と
は
同
じ
言
葉

を
繰
り
返
し
何
も
説
明
し
な
い
、
と
い
う
意
味
に
な

っ
た
。

　
「
あ
ら
ゆ
る
選
択
肢
を
排
除
し
な
い
」
と
は
、
無

回
答
と
等
し
く
、「
国
民
の
生
活
を
守
る
」
と
は
、

国
民
（
を
犠
牲
に
し
て
別
な
も
の
）
を
守
る
、
と
い

う
意
味
に
聞
こ
え
て
し
ま
う
。

　

昨
今
の
言
葉
の
崩
壊
は
凄
ま
じ
い
ば
か
り
で
あ
る
。

　
　
　
山
登
り
ト
レ
ー
ニ
ン
グ 

⑤ 

最
終
回

�

山
じ
い
（
篠
沢
講
）　

　

山
登
り
の
た
め
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
、
基
本
的
に

は
し
て
い
な
い
。
古
希
を
過
ぎ
以
前
の
よ
う
な
厳
し

い
登
山
は
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
が
、
ま
だ
登
り
た

い
山
は
た
く
さ
ん
あ
る
。

毎
週
登
っ
て
い
れ
ば
訓
練

は
ほ
と
ん
ど
必
要
な
い
の

だ
が
、
登
山
の
間
隔
が
空

く
と
、
筋
肉
痛
や
痙
攣
に

繋
が
る
の
が
現
実
だ
。

　

そ
こ
で
普
段
心
が
け
て

い
る
の
が
、
歩
く
こ
と
と

ス
ト
レ
ッ
チ
だ
。
ス
ト
レ

ッ
チ
は
足
腰
の
筋
肉
を
伸

み
ん
な
の
広
場

ば
し
、
歩
き
は
近
く
の
公
園
を
２
周
４
キ
ロ
ほ
ど
。

　

加
齢
と
と
も
に
バ
ラ
ン
ス
感
覚
も
悪
く
な
っ
て
い

る
こ
と
を
実
感
す
る
が
、
訓
練
で
回
復
す
る
こ
と
は

難
し
く
、
注
意
深
く
行
動
す
る
し
か
な
い
よ
う
だ
。

　

不
断
の
山
登
り
に
如
く
は
な
し
と
ば
か
り
に
、
間

隔
を
空
け
ず
に
登
る
よ
う
努
め
て
い
る
。

�

＊
５
回
に
渡
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
我
が
人
生
は
バ
イ
ク
と
共
に 

①

�

今
井
真
悟
　

　

私
の
愛
車
は
製
造
40
年
前
の
旧
車
だ
が
、
未
だ
に

現
役
で
あ
る
。
我
が
家
の
不
文
律
は
「
夕
食
前
に
帰

る
」
だ
。
そ
の
間
ど
こ
を
走
っ
て
き
て
も
「
ち
ょ
っ

と
そ
こ
ま
で
」
で
済
ま
さ

れ
る
。
ラ
ー
メ
ン
を
食
べ

に
喜
多
方
を
目
指
す
時
、

わ
ざ
わ
ざ
山
形
県
を
回
っ

て
い
く
と
か
、
バ
イ
ク
仲

間
に
会
い
に
富
士
山
日
帰

り
な
ど
、
目
的
地
は
ど
こ

で
も
夕
食
前
に
帰
宅
し
た
。

　

退
職
し
た
今
も
、
元
気

に
走
り
回
っ
て
い
る
。

〔
ミ
ニ
情
報
〕

◇�

会
員
夫
妻
の
「
ぎ
ゃ
ら
り
ー
浜
つ
ば
き
」(

☎

0256-77-2013�

土
日
月
開
館)
、
４
／
１
～
10
坂

上
和
雄
作
陶
展
、
４
／
22
～
５
／
１
仲
田
彰
夫
の

世
界�

―
50
年
の
歩
み�

色
紙
・
小
作
品
中
心
の
古

希
回
顧
展
―
、
５
／
６
～
29
斉
藤
順
正
絵
画
展
、�

６
／
３
～
19
金
子
朗
子
き
り
え
展
、
７
／
１
～
17

宮
嶋
美
恵
子
作
品
展�

指
頭
画
―
指
と
筆
と
針
と
―
、

７
／
22
～
８
／
７
鈴
木
晃
版
画
展
、
８
／
19
～
９

／
４
渡
辺
欣
次
白
寿
記
念
木
版
画
展

◇�

ゆ
う
や
け
こ
ど
も
け
や
き
食
堂
（
新
潟
市
西
区
上

新
栄
町3-4-83

五
十
嵐
中
バ
ス
停
前
）
で
は
、
子

ど
も
食
堂
を
再
開
し
、
勉
強
タ
イ
ム
等
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
く
れ
る
元
教
員
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
求
め
て

い
る
。
連
絡
先090-7230-1592

会
田

◇�

帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
の
２
０
２
１
年
調
査
に
よ
る

と
、
女
性
社
長
の
割
合
は
全
国
平
均
８
・
１
％
に

対
し
、
本
県
は
６
・
７
％
で
全
国
41
位
だ
っ
た
。

□�

「
関
電
の
原
発
マ
ネ
ー
不
正
還
流
を
告
発
す
る
会
」

（
弁
護
団
団
長�

河
合
弘
之
）
は
、
大
阪
地
検
の

12
／
27
不
起
訴
処
分
に
つ
い
て
納
得
が
い
か
ず
、

１
月
と
２
月
に
、
検
察
審
査
会
へ
の
申
し
立
て
を

行
っ
た
。（
２
月
の
２
次
申
立
約
１
３
０
０
人
に

は
新
退
教
会
員
も
参
加
し
て
い
る
）

□�2022.11.7.�

地
公
退
（
地
方
公
務
員
退
職
者
協
議

会
）
は
総
務
省
に
「
２
０
２
２
年
地
公
退
統
一
要

求
」
を
申
し
入
れ
、
回
答
を
受
け
た
。

　
　
　［
こ
と
ぶ
き
講
座
］
案
内

５
／
17
（
水
）�

書
こ
う　

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト

７
／
12
（
水
）�

書
こ
う　

投
書
文

　
　

＊14:00

～16:00�

新
教
組
会
館

　
　

＊
申
込　

５
日
前
ま
で
に
新
退
教
本
部
へ

富士山とバイク仲間

上堰潟講演からの角田山



（8）新 退 教 通 信 会員（教職員以外も可）・読者会員・賛助会員（現職）募集中第189号 2023年３月１日


